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式
で
は
、
渡
辺
町
長
が
「
皆
さ
ん
に
は
誠
心

誠
意
心
を
込
め
て
前
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
「
実
行
」
す
る
人
物
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。大
熊
町
は
多
数
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
数
十
年
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
大
き
く
一
歩
・
二
歩

踏
み
出
し
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。」
と
の
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
代
表
の
松

本
莉
佳
さ
ん
へ
成
人
証
書
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
で
は
、
坂
本
栄
司
福
島
県
議
会
議
員
、

千
葉
幸
生
町
議
会
議
長
、
恩
師
の
星
健
一
元
大

熊
中
学
校
教
頭
が
お
祝
い
の
言
葉
を
新
成
人
に

贈
り
ま
し
た
。

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
、
吉
田
一
貴
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
、「
現
在
で
も
辛
く
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が

こ
う
し
て
今
肩
を
並
べ
、
こ
の
場
に
集
ま
っ
て

い
る
こ
と
こ
そ
、
大
熊
町
復
興
の
一
番
の
象
徴

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
大
勢
の
仲
間
た

ち
と
共
に
、
力
強
く
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
新
た
な
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

決
意
を
新
た
に
　
─
大
熊
町
成
人
式
─

平
成
26
年
大
熊
町
成
人
式
が
１
月
12
日
、
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
、
雪
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
成
人
１
２
４
人
の

う
ち
96
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

謝辞を述べる吉田一貴さん

成人証書を受け取る松本莉佳さん
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町民の
ひろば

健康で楽しく働ける、豊かなまちをつくりましょう。
みんなで助けあい、明るいまちをつくりましょう。
きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。
自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
進んで学び、香り高い文化のまちをつくりましょう。

町
民
憲
章

東京司法書士会三多摩支会の支援によるもちつき大会と忘年会が12月15日、会津若松市
一箕町長原地区仮設住宅の南側集会所で開催され、三多摩支会６人と、町民約50人が参加
しました。

昨年に引き続き支援していただいており、つきたての美味しいお餅に舌鼓を打つなど、
楽しい交流となりました。

「おおくまっ子みんな集まれ」が12月22日、いわき市のスパリゾートハワイアンズで開
催されました。今回は中学生が対象で、県内外から99名のおおくまっ子が参加しました。

この日は、自由行動の合間に大熊中学校生徒会が発案した記念ビデオレターの撮影が行
われました。来ることができなかった友達へのメッセージや将来の夢について、少し緊張
しながらも堂々と話していました。このビデオレターは、ＤＶＤで対象の中学生へ送付す
る予定です。

長原地区仮設住宅でもちつき大会を開催

「おおくまっ子みんな集まれ」を開催
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会場の様子

もちつきの様子 参加者全員で

将来の夢を話す中学生たち
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山梨県笛吹市のボランティア団体である「笛吹すけっ
この会」によるもちつきが平成25年12月23日、いわき市
鹿島町下矢田応急仮設住宅集会所で開催されました。

東日本大震災によって笛吹市に避難した大熊町民との
交流により、昨年に引き続き今年も開催されました。

当日は天候にも恵まれ、集会所前の広場にて山梨県笛
吹市市議会 野澤副議長をはじめ、笛吹市から５名が参加
し、仮設住宅からは青山自治会長をはじめ110名が参加
してもちつきによって交流を深めました。

会津若松市神明通り商店街振興組合主催の「ガモコレ（巣鴨
コレクション）・イン会津若松 2013冬」が12月28日、會津稽
古堂で開催されました。

このシニアレディのファッションイベントは、７月にも「ガ
モコレ・イン会津若松＋大熊」として開催されており、大熊町
からも大勢の町民がモデルとして参加しています。

今回は「2013冬」をテーマに、一般モデル20人（平
均年齢65歳）はお気に入りのファッションで、また、
プロのモデル２人は地元婦人服店のおすすめファッ
ションで、それぞれカジュアル、フォーマルの２部
門に登場しました。

モデルがランウェイを歩き、緊張しながらも堂々
ポーズを決めると、会場からは毎回大きな拍手が湧
き起こっていました。幼なじみと一緒に参加した最
年長82歳の女性は、「ドキドキしましたが、終わっ
てみると楽しかった」と、笑顔で話していました。

山梨県笛吹市ボランティア団体
「笛吹すけっこの会」による
もちつきの開催

「ガモコレ・イン会津若松 2013 冬」が
開催されました

町民のひろば

もちつきの様子

笛吹市のみなさんとの交流

会場の様子

全員で記念撮影
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。

長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届

けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆〜きずな〜」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

※掲載する文章は、インタビューした内容をも
とに記者が作成しますので、インタビューを
お受けいただいた方が文章を作成する手間は
ございません。

大野幼稚園豆まき

熊町幼稚園鮭稚魚放流

おおくま駅伝

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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I N F O M AT I O N

申
請
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、廃
車
、

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に

行
う
な
ど
、
早
期
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

登
録
関
係　

☎
０
５
０

－５
５
４
０

－２
０
１
５

検
査
関
係　

☎
０
２
４

－

５
４
６

－

０
３
４
２

◆
金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
た
め

の
出
前
講
座

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団

体
の
会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、「
な

り
す
ま
し
詐
欺
」
等
の
金
融
犯
罪

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
内
容
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く

ご
説
明
し
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

受
付
時
間　

平
日　

午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

☎
０
２
４

－

５
３
３

－

０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

☎
０
２
４

－

５
３
５

－

０
３
０
３

（
理
財
課
）

　

毎
年
、
年
度
末
の
３
月
期
は
自

動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請
で
多

く
の
方
が
訪
れ
、
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
手
続
き
に

何
時
間
も
か
か
る
場
合
が
あ
り
、

①
事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前

ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る

職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

い
ま
す
。

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４

－

５
２
９

－

５
３
９
６

相
　
談

相
　
談

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合

同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

就
職
フ
ェ
ア
in

あ
い
づ
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
者

相
談
窓
口
の
ご
案
内

平
成
26
年
３
月
新
規
で
大
学
等

を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23
年
３

月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職

活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
正

社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県

内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　
　

平
成
26
年
３
月
10
日
（
月
）

県
内
企
業
35
社
が
参
加
予
定

　
〈
実
施
内
容
〉　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

12
時
00
分
～
12
時
10
分

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
　

12
時
10
分
～
13
時
00
分

　

合
同
就
職
面
接
会

13
時
30
分
～
15
時
45
分

●
会　
　

場　
　

福
島
県
看
護
会

館
み
ら
い
（
郡
山
市
本
町
１
丁

目
20
番
24
号
）

●
主　
　

催　
　

厚
生
労
働
省
福

島
労
働
局
、
福
島
・
郡
山
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

●
そ 

の 

他　
　

平
成
26
年
2
月
19
日
（
水
）

［
面
接
会
］
午
後
１
時～

午
後
４
時

［
受　

付
］
正
午
～

［
会　

場
］
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

〒
９
６
５

－

０
０
５
９　

会
津

若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地

☎
０
２
４
２

－

３
７

－

２
８
０
１

＊
申
込
み
不
要　

＊
当
日
参
加
可
能

＊
参
加
無
料　

＊
求
人
企
業
50
社
（
予
定
）

同
時
開
催
（
要
予
約
）

　

＊
個
別
相
談
会 

◆
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る
借
金

の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応

じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

＊
就
職
セ
ミ
ナ
ー

詳
し
く
は
、
震
災
特
別
相
談
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

☎
０
２
４
２

－

２
６

－
３
３
３
３

　

担
当　

松
尾

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

行
政
区
長
が
替
わ
り
ま
し
た

熊
２
区
と
夫
沢
１
区
の
区

長
が
替
わ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

熊
２
区
長　

島
原
健
二
郎
さ
ん

（
平
成
25
年
５
月
25
日
就
任
）

夫
沢
１
区
長　

杉
本
征
男
さ
ん

（
平
成
25
年
12
月
１
日
就
任
）

委
嘱
期
間
は　

平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
（
前
任
者
の

残
任
期
間
）
で
す
。

お
知
ら
せ
が
遅
れ
ま
し
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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お 知 ら せ

原子力損害賠償に関する無料相談会のご案内

大熊町東日本大震災犠牲者合同追悼式を開催します

原子力損害賠償支援機構では、大熊町より避難されている皆様向けに、いわきエリア・郡山エ
リア・会津エリアにおいて原子力損害の賠償に関する相談会を開催いたします。各エリアの相談
会では、法律の専門家である弁護士及び行政書士を配置し、皆様の様々なご相談に対応させてい
ただきます。

 相談事項例 
・中間指針第四次追補で示された精神的損害賠償の増額、居住確保損害についての概要説明
・未登記・相続未了の土地の賠償はどうなりますか？
・東電の賠償内容では納得がいかないが、どうしたらよいですか？
・ＡＤＲへ申立てをしたいが、どのようにしたらよいですか？

【いわきエリア】
開催日時：平成26年２月２日（日）
開催場所：「いわき市文化センター」
　　　　　（２階中会議室） 
住　　所：いわき市平字堂根町1－4 

【郡山エリア】
開催日時：平成26年２月22日（土）
開催場所：「ビックパレット｣
　　　　　（マルチパーパスルーム2）
住　　所：郡山市南２－52 

【会津エリア】
開催日時：平成26年３月２日（日）
開催場所：「会津若松市合同庁舎」
　　　　　（新館２Ｆ 大会議室）
住　　所：会津若松市追手町７－５

【主催】原子力損害賠償支援機構　お問合せ＆個別相談予約　☎0120－330－540
（受付時間　年中無休 ９：00～17：00）

※その他損害賠償について
わからない事は、何でも
ご相談ください。

10：00〜12：00　弁護士による損害賠
償に関する全体説明

12：30〜16：30 個別相談
※個別相談（１組１時間）は、事前予約

をお願いいたします。

開
催
当
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

町では、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により亡くなられた方、それ以降避難中に
亡くなられた方々を追悼するとともに、復興に向けた誓いを新たにするため、追悼式を開催します。

日　時　平成26年３月９日（日）午前10時30分〜（午前９時30分から受付を開始します。）

会　場　神保セレモニーホール天恵苑（会津若松市扇町38番地）

対　象　平成23年３月11日以降に亡くなられた方のご遺族

　　　　※災害弔慰金認定者のご遺族には個別に案内通知を発送します。

災害弔慰金認定者以外の方でご参列いただけるご遺族は、お手数でも２月25日

（火）まで、ご参列代表者の氏名、人数及び連絡先を電話にてご連絡ください。

内　容　黙とう、町長式辞、追悼の言葉、献花など

　
問い合わせ先　大熊町役場会津若松出張所　福祉課福祉係

電話0120－26－3844　内線553、520
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I N F O M AT I O N

いわき地区応急仮設住宅の入居者を募集します
平成26年２月１日現在、大熊町いわき応急仮設住宅に空室があります。
東日本大震災で被災され、大熊町に住所を有する方を対象として、入居者を募集します。

◆募集住宅内容

募集地域 間取り 戸数 家族数 備　考

いわき市

1Ｋ　(20㎡程度 ) 12 戸 1人～ いわき市好間工業団地第
二仮設のみペット不可と
なります。

2Ｋ  (30㎡程度 ) 18 戸 2人～

3Ｋ　(40㎡程度 ) 4 戸 3人～

合　　計 34戸

◆応募資格
自らの資力では住宅を確保できない方で、以下の全ての項目に該当する世帯
⑴　大熊町に住所を有している世帯およびその家族。
⑵　原子力事故による避難指示等が出ている地域で避難している世帯。
⑶　入居が決定した住宅へ平成26年3月31日までに入居できる者。

（現在、借上げ住宅又は既存の応急仮設住宅へ入居されている方の申請について
は入居決定の際に、入居予定者全員の退去手続き等が必要となります。)

⑷　いわき市で就業等の移動せざる得ない理由のある家族。
※いわき市の現在の住宅事情から、いわき仮設への入居は就業等の移動理由がある世

帯優先となります。

◆応募方法
大熊町応急仮設住宅等入居申請書に必要事項を記入の上、大熊町役場会津若松出張所

もしくはいわき出張所まで、窓口（平日8：30〜17：15）、郵送、FAX にてお申し込み
ください。（避難先が遠方で申請書の入手が困難な場合は、生活支援課までご連絡くださ
い。）

※募集の応募期間：平成26年2月3日㈪〜2月17日㈪（必着）まで
※電話を含め指定様式以外による申請は受け付けできません。
※入居決定後に、申請書に虚偽の記載があった場合は、入居決定は取消しとなり退去

していただくこととなりますのでご留意ください。

◆選定方法
応募者多数の場合は抽選とします。
※入居決定者には個別にお知らせします。
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お 知 ら せ

◆入居期間
平成27年３月31日まで。（状況により延長あり）

◆その他
入居に際して必要な書類などは下記のとおりです。
・入居決定通知書
・誓約書
・被災証明書または罹災証明書
・仮設住宅、借り上げ住宅等の使用終了届（変更契約書等）
・就業証明書等

【注意事項】
※入居決定後の入居期間について
⑴　町が入居決定を行ってから２週間以内に入居すること。
⑵　申請時と入居時において世帯員数の変更が無いようお願いします。
　　（※変更があった場合には入居決定を取り消す事になりますのでご理解ください。）
⑶　ペットの有無は確実に記入ください。（好間第二仮設でペットを飼う事はできません。）
⑷　入居決定から２週間以降に居住の実態のない住戸（倉庫用途等）が発覚した場合

は入居決定を取り消します。その際は速やかに荷物の移動をお願いします。

※入居世帯の負担等について
⑴　緊急避難措置としての一時的提供であるため、家賃は無料となります。
⑵　光熱水費（電気・水道・ガス料金）、共益費、食費は入居世帯の負担となります。
⑶　応急仮設住宅等の駐車台数は一戸につき原則１台となります。２台目以降の駐車

場は、各自で外部駐車場の確保をお願いします。
⑷　退去に伴う補修費は無料としますが、入居された方の故意または過失により、通

常の使用状況を超える著しい施設の破損、改修等があった場合は、修復に要する
費用の負担を求める場合があります。

⑸　家具等の生活用具は各入居世帯において、ご用意ください。
⑹　生活必需品セットの新規支給はありません。（平成23年9月30日で終了しておりま

す。）
⑺　日本赤十字からの家電寄贈の新規支給はありません。（平成24年12月28日で終了

しております。）

（お申し込み先）
〒970-1144
福島県いわき市好間工業団地1番43号
大熊町役場いわき出張所
℡0120-26-5671　FAX0246-36-5672

〒965-0873
福島県会津若松市追手町2番41号
大熊町役場会津若松出張所生活支援課
℡0120-26-3844　FAX0242-26-3786
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福島県住宅用太陽光発電補助金制度
改正について

福島県および福島県再生可能エネルギー推進センターでは、平成25年１月から、福島
県住宅用太陽光発電補助制度を実施していますが、年度内に電力の需給契約を開始した
設置者が申請できるように、平成26年１月より制度の一部を改正します。

現行（H25.1 ～ H25.12） 改正後（H26.1 ～ H26.3）

補
助
率

１ＫＷあたり 35,000 円
（最大 140,000 円）

変更なし

対
　
象

1. Ｊ－ＰＥＣ補助金を受けて設置する
こと
2. 県税に未納がないこと
3. 電力会社と受給契約をしていること

変更なし

申
請
書
類

・交付申請書
・Ｊ－ＰＥＣ申込書（写）
・Ｊ－ＰＥＣ受理決定通知書（写）
・電力受給契約確認書（写）
・Ｊ－ＰＥＣ交付申請書（写）
・Ｊ－ＰＥＣ交付決定通知書（写）

・県税納税証明書
・通帳の写し

・交付申請書
・（削除）
・（削除）
・電力受給契約確認書（写）
・Ｊ－ＰＥＣ交付申請書（写）
・Ｊ－ＰＥＣ交付決定通知書（写）
　又は出力対比表
・県税納税証明書
・通帳の写し

※詳細については、ホームページに掲載しています。

【申請・お問い合わせ先】
　福島県再生可能エネルギー推進センター
　（NPO法人超学際的研究機構）
　電話：024－526－0070
　FAX：024－526－0072
　ホームページ：
　http://fukushima-pv-hojo.org
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　保健だより

12月15日号の広報でお知らせしました抗体検査の費用の助成の添付書類についてお問い
合わせがありましたので改めてお知らせします。

助成対象者

①妊娠を予定または希望している女性　②妊娠している女性の配偶者

　接種当日、大熊町に住民票があり、上記①または②の方で、風しん抗体

検査をした結果、抗体が十分でないと確認された場合は検査と接種分を、

抗体価が十分であった場合は抗体検査分を助成します。これから接種予定

の方は必ず抗体検査を受けてください。　

助成対象

接種期間
平成 25 年４月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日

医療機関へ

の持参物

現住所（大熊町の住所）が確認できるもの（健康保険証など）

②の方は配偶者の母子健康手帳またはその写し

助成額 全額　（償還払い）

手続きに

必要な物

１．助成金交付申請書　２．領収書（原本）　３．抗体検査結果の写し

４．予診票の写し　　　５．②の方は、母子手帳の写し

【お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大熊町役場会津若松出張所　保健センター　☎0120－26－3844（代表）

大熊町では、特定疾患の患者（未成年の場合はその保護者）様に対し特定疾患見舞金とし
て年額２万円を支給しています。
今年度まだ申請していない方は、2月末までに忘れずに申請してください。

対 象 者

大熊町に住民登録し、かつ下記のいずれかに該当する方

⑴　福島県知事が発行する「特定疾患医療受給者証」又は「小児慢性疾患

治療研究事業認定証」を所持する方(未成年の場合はその保護者)

⑵　じん臓機能障がいによる人工透析治療を受け「特定疾病療養受療証」

を所持する方

申請方法

電話等でお問い合わせいただいた方に申請書を郵送します。

記入後、保健センターへ郵送してください。

また、申請書は大熊町ホームページからもダウンロードすることができます。

提出書類

１．特定疾患患者見舞金受給資格認定申請書（必ず朱肉で押印）

２．福島県知事が発行する「特定疾患医療受給者証」又は「小児慢性疾患

治療研究事業認定証」、保険者が発行する「特定疾病療養受療証」の

いずれかの写し（コピー）1部

申請期限 平成26年2月28日（金）

【お問い合わせ・申請先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 
大熊町役場会津若松出張所　保健センター　☎0120－26－3844（代表）

風しん抗体検査費用の助成について

特定疾患患者見舞金の申請について
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　保健だより

〔対　　象〕今まで一度も検査を受けたことのない平成24年４月１日以前に生まれ
た方

〔申込方法〕電話（申込順となります）
　　　　　　※会場によってお申し込み先が異なりますのでご注意ください。
〔受付期間〕２月３日（月）～２月28日（金）
　　　　　　※定員がありますので、ご希望に添えない場合もあります。
※なお、震災当時18歳以下のお子さんは、平成26年度中に２度目の検査を実施する
予定です。

市町村 日　　時 場　　所

会津若松市
平成26年３月８日（土） 長原仮設住宅南集会所

（会津若松市一箕町大字松長字下長原200）平成26年３月９日（日）

郡　山　市
平成26年３月21日（金） 郡山市障害者福祉センター1階調理実習室

（郡山市香久池１丁目15－15）平成26年３月22日（土）

福　島　市
平成26年３月23日（日）

福島市保健福祉センター
（福島市森合町10番１号）平成26年３月24日（月）

（午前中のみ）

【お申し込み・お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
大熊町役場会津若松出張所　保健センター　☎0120－26－3844（代表）

市町村 日　　時 場　　所

い わ き 市

平成26年３月13日（木）

いわき地方振興局南分庁舎（いわき合同庁舎）
３階中会議室（いわき市平字梅本１５）

平成26年３月14日（金）

平成26年３月15日（土）

平成26年３月16日（日）

【お申し込み・お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
大熊町役場いわき出張所　保健師・看護師　☎0120－26－5671（代表）

福島県内での車載式ホールボディカウンター
による内部被ばく検査について
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　保健だより

　①　かけじょう油より、つけ醤油。
　②　料理の味付けは香味食材
　　　(レモン・ネギ・ミョウガ等）・だしを活用。
　③　濃い味付けの料理は一品で、他は薄味に。　
　④　漬け物・佃煮・塩辛等は食べすぎ注意。
　⑤　インスタント食品・加工食品のとりすぎに注意。
　　　野菜も食べましょう！
　⑥　うどん、ラーメンの汁は残す。　
　　　血圧の高い方は汁物を１日１回に！

◎塩分を減らす食生活のポイント

◎医師講演会・
　健診結果個別相談のお知らせ

　月　　日 時　　間 会　場

会　津 ２月20日（木）10：30 ～ 12：00 福島県合同庁舎新館２階大会議室

郡　山 ２月21日（金）13：30 ～ 15：00
ビックパレットふくしま
３階研修室

【講演会】災害医療センター　小早川 義貴医師
　　　　　『楽しいたのしいお医者さんのからだとこころのはなし』

＊当日、健診結果の個別相談も行います。ご希望の方は健診結果を持参ください。
＊参加希望の方は２月15日までにお申し込みください。

【お申し込み・お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大熊町役場会津若松出張所　保健センター　☎0120－26－3844（代表）

で
減 塩生活 元気はつらつ！

暦の上では立春を迎えますが、まだまだ寒さは厳しく、外へ出るのもおっくうになっ
てしまいますね。塩分をとりすぎると血中の塩分濃度が高くなり、血圧が高くなったり、
心臓に負担がかかります。冬は寒暖の差が激しいと、より血圧を上昇させるので注意
が必要。減塩生活のポイントをご紹介しますので、何か１つでも自分のできることか
ら実践してみませんか？

【お問い合わせ先】　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　大熊町役場会津若松出張所　保健センター　☎0120－26－3844（代表）

〜健康づくりに
　役立ててみませんか〜
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　保健だより

運動教室のご案内
インフルエンザ等、体調を崩しやすい時期となりました。
みんなで楽しみながら体を動かして、寒い冬を乗り切りましょう！

◆内　容：筋力低下防止のための軽い筋力トレーニング、

ストレッチ、血圧測定、健康相談等の個別相談

◆準備物：水分補給のため飲み物（水やお茶）、タオルなど

◆講　師：いわき　はり・きゅう介護予防チームの先生

◆日　時：２月18日（火） ９時30分〜11時30分

◆場　所：大熊町役場　いわき出張所２階　

※参加される方は、２月17日（月）までに、
　電話でお申し込みください。

【お申し込み・お問い合わせ先】
大熊町役場 いわき出張所　☎0120－26－5671（代表）

【お問い合わせ先】
大熊町役場　会津若松出張所　☎0120－26－3844（代表）

会津若松「育児相談会」
～一緒にリフレッシュしませんか～

※申し込みは不要ですので直接
会場においでください。

日　　程
時　　間
場　　所
対 象 者
内　　容

持参する物

平成26年３月６日（木）
午前10時〜正午
会津若松市河東保健センター
就学前の乳幼児、保護者
ハンドマッサージ、各種相談、
遊び、ベビーマッサージなど
母子健康手帳､ バスタオル等

「リラックスできました」

「アロマの香りに癒やさ

れました」

ハンドマッサージ
参加者の声
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昭和48年４月から昭和49年３月生まれで、平成元年に大熊中学校を卒
業された方を対象に厄流しを兼ねた同窓会を実施します。

こちらをご覧になられた対象者の方は、お名前・現住所・連絡先・電話番号・メールアドレスを幹事までメー
ルまたは電話でお知らせください。同窓会への参加・不参加に関わらず、近況報告などの連絡もお待ちしています。
なお、メールで連絡がついた方には、案内ハガキは郵送しませんのでご了承ください。

◆同窓会
日時：H26年５月３日（土）　13時から
場所：ホテルプリシード郡山（郡山市中町12-2）
電話：024-925-3411
会費：10,000円
※宿泊希望の方は、お手数ではありますが各自で予約し
てください。ホテルプリシード郡山を予約する場合は、
大熊中学校同窓会に参加することをお伝えください。

◆厄流し（男性：希望者のみ）
集 合 日 時：H26年５月３日（土）　12時から
集 合 場 所：ホテルプリシード郡山（郡山市中町12-2）
厄流し場所：安積国造神社
初　穂　料：3,000円
※同窓会出席の連絡の際に希望の有無をお知らせくだ
さい。

【お申し込み・お問い合わせ先】
幹事　鈴木美恵子　アドレス：mieko-s-1109@docomo.ne.jp　電話番号：090-2602-8898

おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

石　田　明　子 91 歳 大 野

佐　藤　繁　美 63 歳 清 水
池　田　光　雄 83 歳 清 水
加　藤　シズヱ 87 大 野

死亡者名 年 齢 住　所

志　賀　イ　チ 96 歳 南 平
仲　野　孝　男 68 歳 旭 台
青　田　三　郎 79 歳 熊 町
髙　野　京　子 72 歳 西 大 和 久
志　賀　秀　朗 82 歳 大

2013年（平成25年）11月

2013年（平成25年）12月

2013年（平成25年）12月

同窓会のお知らせ

おおくま町会津会で日帰り研修を開催
～会津の紅葉の秋を楽しむ～

「おおくま町会津会！田子倉ダム遊覧船・柳津虚空蔵
尊日帰り研修」を11月６日に開催し、秋晴れの中32名
が参加しました。
会津若松駅前を出発し、駒止峠を経由、湖と紅葉の
コントラストが素晴らしい田子倉ダムを遊覧船で楽し
みました。帰りには柳津虚空蔵尊を訪れ、お正月の恒
例行事「七日堂裸まいり」が行われる本堂の見学や、
境内の紅葉などを散策し、会津の秋の１日を満喫しま
した。

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
２月の定例会は次の通り開催します。

こらんしょ大熊
（県北地方大熊町避難者交流会）

を開催します
　県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」では、福島
市や伊達市等に避難されている町民の皆様の、交流会
へのご参加をお待ちしています。

◆日　時　平成26年２月23日（日）　9：00〜12：00
◆場　所　社団法人茨城県産業会館
　　　　　（水戸市桜川2-2-35）
◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用ください
◆内　容　弁護士による種々の法律勉強会および
　　　　　個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

◆日　時　２月15日(土)　午前10時〜午後２時
◆場　所　旧佐久間邸
　　　　　〒960-2154福島県福島市佐倉下加藤7-6
　　　　　電話：024-546-3948

【お問い合わせ】　野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
　　　　　　　Email：tomohiro-n@higashi-t.com【お問い合わせ】　代表�管野充史　☎090-7233-1148

参加者で記念撮影

茨城県に
避難の大熊町の

みなさんへ



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

成人式終了後、ワシントンホテル内の会場で新成人
主催による懇親会が開催されました。
星健一元教頭先生の乾杯でスタートした懇親会では、恩師や級友との久しぶりの再会を
喜んだり、近況を報告し合ったりしました。
また、卒業記念に作成したという思い出の映像も上映され、懐かしさと恥ずかしさから、
会場のあちらこちらで歓声があがっていました。

大熊町成人式


